
■公開データの利用条件について 

 

研究データの公開にあたって、コンテンツの利用を認める際の条件を明示しておくと、コ

ンテンツの再利用を促進することが期待できます。大阪大学学術情報庫 OUKA でも、研究

データの公開ページに利用条件を表示することを推奨しています。 

  

 利用条件はデータ公開者が決定することができますが、このメタデータ記入フォームで

は、依頼者の利便性のため、ジャパンリンクセンターの作成した「研究データの公開・利

用条件指定ガイドラインを元に、下の 7 種類の条件から選択していただく形にしていま

す。 

 

条件 説明 対応する 

CC ライセンス※ 

条件なし 

 

クレジットや改変手順を明示する必要はなく、営

利・非営利を問わず、自由な利用を許可する。 

CC0 

表示 クレジットを明示すること。 

改変して使用した場合はその手順も明示すること。 

CC BY 

表示 - 非営利 非営利目的の利用のみ可能。 

クレジットを明示すること。 

改変して使用した場合はその手順も明示すること。 

CC BY-NC 

表示 - 改変禁止 クレジットを明示すること。 

元データを改変利用した成果物の公開を禁じる。 

CC BY-ND 

表示 - 非営利 - 改変

禁止 

非営利目的の利用のみ可能。 

クレジットを明示すること。 

元データを改変利用した成果物の公開を禁じる。 

CC BY-NC-ND 

表示 - 継承 クレジットを明示すること。 

改変して使用した場合はその手順も明示すること。 

元データと同じ利用条件で公開すること。 

CC BY-SA 

表示 – 非営利 – 継承 非営利目的の利用のみ可能。 

クレジットを明示すること。 

改変して使用した場合はその手順も明示すること。 

元データと同じ利用条件で公開すること。 

CC BY-NC-SA 

 

上の選択肢以外の利用条件を希望される場合は、「その他の条件」を選択し、自由記入欄

にご希望の条件を記入してください。 

ご記入の条件によっては図書館より調整をお願いする場合がございます。 

https://japanlinkcenter.org/rduf/doc/rduf_license_guideline.pdf
https://japanlinkcenter.org/rduf/doc/rduf_license_guideline.pdf


■OUKA 画面での掲載イメージ 

 

 

 

 

 

 

※CC ライセンス 

インターネット上で公開する著作物に利用条件を明示する際によく使われるライセンスと

して、CC ライセンス（クリエイティブ・コモンズ・ライセンス）がありますが、これは

著作権法の保護対象となる「著作物＊」に付与するものとされています。 

＊著作権法で保護される「著作物」の定義は以下の通り。 

思想又は感情を創作的に表現したものであって、文芸、学術、美術又は音楽の範囲に属するもの

をいう。（著作権法第 2 条） 

対して、一般的に事実を収集したデータには創作性が認められないため、研究データの多

くは著作権法の定義する「著作物」にあたらず、CC ライセンスの付与対象とならないも

のと考えられます。そのため、OUKA では研究データの利用条件表示にあたって、CC ラ

イセンスではなく、同等の条件を表した上記の文章表示を採用することとしています。 

 

公開対象の研究データが著作権法の保護対象となる「著作物」に該当すると判断される場

合で、ご希望があれば、CC ライセンスを付与することも可能ですので、お問い合わせく

ださい。 

 

 

お問い合わせ： 

附属図書館 電子コンテンツ担当 

TEL: 06-6850-5071 FAX: 06-6850-5052  

E-mail: ouka@office.osaka-u.ac.jp  

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/ 

メタデータの一項目として 

利用条件を記載します。 


